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れいんぼー Topicsれいんぼー Topics
作品は です。

　新年度を迎えて、3ヶ月目に入りました。周りの景色も色鮮やかに感じられる今日この頃です。　　
　そんな中、車で出かけ、きれいな花を眺め、美味しいものを食べたい！と連想させるような作品が…。「わくわ
く」「ドキドキ」を体験しながら、自分の感じることを、自分の表現したいことを、夢や希望を作品に乗せて…
というところでしょうか。想いのままに、無意識から生まれる多種多様な表現を、大事にしていきたいですね。
　アール・ブリュットという言葉があります。生（き）の芸術という意味のフランス語で、正規の芸術教育を受
けていない人による技巧や流行に囚われない自由で無垢な表現を讃えた言葉（日本財団・アール・ブリュット
支援事業より）です。
　宮古圏域のアール・ブリュット。きっといろんなところにあるはず！（文責・五十嵐）

「社会福祉法人若竹会 多機能事業所すきっぷ」

注）法律や制度に基づく固有名詞及び引用文は「障害」と表記し、それ以外は「障がい」と表記しています。
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衣
替
え
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
に
は
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
新
年
度
が
始
ま
り
、

早
い
も
の
で
２
ヶ
月
が
経
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
時

が
経
つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
だ
け
で

は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

早
い
と
い
え
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
て
か
ら
、

今
年
度
末
で
満
10
年
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
歳
月
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

す
べ
て
順
調
に
事
業
を
進
め
て
き
た
わ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
問
題
に
向
き
合

い
な
が
ら
も
、
そ
の
度
に
ス
タ
ッ
フ
一

同
大
変
な
苦
労
を
重
ね
、
力
を
合
わ
せ

て
乗
り
越
え
て
き
た
積
み
重
ね
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
行
政
を
始

め
関
係
者
の
皆
様
方
の
、
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

当
事
業
所
に
お
け
る
今
年
度
の
ス

タ
ッ
フ
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
に
続
い
て
ベ
テ
ラ
ン
２
人
が
異
動
と

な
り
、
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す
。
２
人
が
担
当
し
て
い
た
計

画
件
数
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
任

の
担
当
者
へ
の
引
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

当
事
者
・
ご
家
族
等
関
係
者
の
皆
様
方

に
ご
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
最
大
限

の
配
慮
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
多
少
の
遅
れ
は
あ
っ
た
も
の

の
何
と
か
無
事
、
後
任
の
担
当
者
に
引

継
ぎ
が
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
重
点
項
目
と
し
て
、
①
地

域
の
相
談
支
援
体
制
の
連
携
・
強
化
、

②
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
推
進
、
③

障
が
い
者
の
地
域
移
行
の
推
進
、
④
高

次
脳
機
能
障
が
い
に
係
る
理
解
促
進
、

⑤
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
り

組
み
の
推
進
の
５
項
目
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
も
、
項
目
③
と
④
は
、
今
年
度

新
た
に
重
点
項
目
に
加
え
た
も
の
で

す
。
項
目
③
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
、
岩
手
県
が
実
施
し
た
「
地
域
移
行

希
望
等
調
査
」
の
結
果
の
活
用
を
図
り

な
が
ら
、
入
所
施
設
や
精
神
科
病
院
か

ら
の
地
域
移
行
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

項
目
④
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

ま
で
岩
手
県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
補
助
事
業
で
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
の
自
主
事
業

と
し
て
実
施
し
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

の
理
解
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

項
目
②
に
関
わ
る
「
障
害
者
差
別
解

消
支
援
地
域
協
議
会
」
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
圏

域
で
の
合
同
設
置
に
向
け
、
各
市
町
村

に
お
い
て
必
要
な
事
務
手
続
き
等
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
と
し
て
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
域
の
４
市
町
村
か
ら
の
受

託
事
業
で
あ
り
ま
す
「
宮
古
地
区
地
域

生
活
支
援
事
業
」等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
行
政
を
始
め

関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
確
実
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
地

域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
事
業

所
と
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

宮
古
圏
域
障
が
い
者
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト

　
　
　事
務
局
長

　盛
合

　一
男

新
年
度
に
あ
た
っ
て

新
年
度
に
あ
た
っ
て
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事業報告・決算事業報告・決算平成28年度平成28年度
【
Ⅰ 

法
人
運
営
の
関
係
】

■
会
員
総
数 

１
４
２
人
（
団
体
）

　

◇
正
会
員 

１
０
１
人
（
団
体
）

　
（
個
人
会
員 

73
人
・
団
体
会
員 

28
団
体
）

　

◇
賛
助
会
員 

41
人
（
団
体
）

　
（
個
人
会
員 

33
人
・
団
体
会
員 

８
団
体
）

■
総
会
・
理
事
会
・
運
営
委
員
会
の
開
催
及
び
会
計
監
査  

　

の
実
施

　

◇
総
会
（
１
回
開
催
）

　

◇
理
事
会
（
３
回
開
催
）

　

◇
運
営
委
員
会
（
３
回
開
催
）

　

◇
会
計
監
査
（
４
回
実
施
）

■
広
報
事
業

　

◇
機
関
紙
「R

ainbow
 N

et
」
の
発
行（
２
回
／

　

第
22
号
・
第
23
号
）

【
Ⅱ 

受
託
事
業
の
関
係
】

■
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
の
運
営（
宮

　

古
圏
域
４
市
町
村
か
ら
の
受
託
事
業
）

　

◇
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会（
親
会
）

　
（
３
回
開
催
）

　

◇
専
門
部
会
の
開
催

　

・
実
務
担
当
者
会
議
（
９
回
開
催
）

　

・
生
活
支
援
部
会
（
６
回
開
催
）

　

・
権
利
擁
護
部
会
（
５
回
開
催
）

　

・
精
神
保
健
部
会
（
６
回
開
催
）

　

・
発
達
支
援
部
会
（
６
回
開
催
）　　

■
宮
古
地
区
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施（
宮
古
圏
域

　

４
市
町
村
か
ら
の
受
託
事
業
）

　

◇
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

　

年
間
の
相
談
支
援
延
べ
件
数
１
０
，０
１
５
件

　
（
※
前
年
度
８
，７
３
８
件
）

　

◇
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
事
業

　
　

年
間
の
延
べ
利
用
者
数
２
，７
６
７
人

　
　
（
※
前
年
度
２
，４
４
１
人
）

■
障
害
支
援
区
分
認
定
に
係
る
訪
問
調
査
の
実
施
（
契

　

約
市
町
村
か
ら
の
受
託
事
業
）

　

◇
実
施
件
数　

宮
古
市
36
件　

岩
泉
町
10
件

　
　
　
　
　
　
　

田
野
畑
村
14
件　

圏
域
外
１
件

■
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
業
務

　

◇
計
画
作
成
（
契
約
）
件
数
５
３
９
件　

　
　
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回
数
９
３
６
件
）

■
岩
手
県
地
域
生
活
支
援
広
域
調
整
会
議
等
事
業
の

　

実
施
（
岩
手
県
か
ら
の
受
託
事
業
）

　

◇
地
域
委
員
会
（
６
回
開
催
）

　

◇
精
神
科
病
院
等
か
ら
の
地
域
移
行
者
５
名

【
Ⅲ 

自
主
事
業
の
関
係
】

■
フ
ェ
ス
タ
等
の
交
流
事
業

　

◇
宮
古
圏
域
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　

・
５
月
19
日　

宮
古
市
民
総
合
体
育
館

　
　

参
加
者
３
２
０
名

　
　

競
技
：
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
輪
投
げ
、

　
　
　

Ｐ
Ｋ
ゲ
ー
ム
、
卓
球
バ
レ
ー

　

◇
農
福
連
携
に
係
る
交
流
会

　

・
７
月
27
日　

潮
風
の
ハ
ー
ブ
園（
宮
古
市
八
木
沢
）

　
　

参
加
者
34
名

　
　

ハ
ー
ブ
園
で
農
作
業
＆
ハ
ー
ブ
石
け
ん
作
り

　

◇
は
あ
と
ふ
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
～
つ
な
ご
う

　

…
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
～

　

・
10
月
23
日　

宮
古
市
末
広
町
商
店
街
（
花
の
木

　
　

通
り
）

　
　

あ
お
ぞ
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
グ
ル
ー
プ
ア
ー
ト
展

　
　

示
、
お
祭
り
広
場
、
路
上
イ
ベ
ン
ト

■
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
等

　

◇
子
育
て
講
話
＆
そ
だ
ち
の
相
談
会
（
発
達
支
援

　

部
会
）

　

・
３
回
開
催

　
　
（
５
月
岩
泉
町
、
７
月
山
田
町
、
11
月
宮
古
市
）

　
　

参
加
者
１
０
２
名

　
　

講
師　

み
ち
の
く
療
育
園
小
児
科
医　

川
村
み

　
　
　

や
子
氏

　

◇
発
達
障
が
い
学
習
会
（
発
達
支
援
部
会
）

　

・
第
１
回　

６
月
11
日　

午
前
：
岩
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
45
名

　
　
　
　
　
　

６
月
11
日　

午
後
：
宮
古
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
１
１
４
名

　
　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｄ
Ｄ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
レ
ス
ト　

理
事
長

　
　
　

篁
一
誠 

氏

はあとふるフェスタ　路上イベント
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・
第
２
回　

８
月
６
日　

宮
古
市
（
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
38
名

　
　

講
師　

み
ち
の
く
療
育
園　

園
長　

伊
東
宗
行 

氏

　

◇
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
（
権
利
擁
護
部
会
）

　

・
７
月
26
日　

宮
古
市
民
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
１
２
６
名

　
　

講
師　

全
国
権
利
擁
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

　
　
　

國
學
院
大
学
教
授
・
弁
護
士　

佐
藤
彰
一 

氏

　

◇
障
が
い
者
相
談
支
援
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
生
活 

　
　

支
援
部
会
・
相
談
支
援
グ
ル
ー
プ
）

　

・
12
月
７
日　

宮
古
市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
62
名

　
　

講
師　

愛
生
会
昭
和
病
院　

小
児
科
医　

鈴
木
徹
郎 

氏

　

◇
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
精
神
保
健
部
会
）

　

・
12
月
９
日　

宮
古
市
民
総
合
体
育
館

　
　

参
加
者
20
名

　
　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
ぎ
こ
う
で
ね
い
と　

理
事
長

　
　
　

齋
藤
宏
直 

氏

　

◇
発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
発
達
支
援
部
会
）

　

・
12
月
17
日　

岩
手
県
立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
１
２
９
名

　

・
第
１
部

　
　
　

講
演
「
と
き
め
く
瞬
間
を
重
ね
て
～
今
、
必
要
な
カ

　
　
　
　

イ
ロ
ス
の
時
間
～
」

　
　
　

講
師　

児
童
精
神
科
医　

渡
辺
久
子 

氏

　

・
第
２
部

　
　
　

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
公
開
事
例
検
討
会
）

　
　
　

助
言
者　

児
童
精
神
科
医　

渡
辺
久
子
氏

　
　
　
　
　
　
　

臨
床
心
理
士　
　

酒
井
道
子
氏

　

◇
高
次
脳
機
能
障
が
い
支
援
者
研
修
会
（
岩
手
県
委
託
事

　
　

業
）

　

・
１
月
25
日　

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど　

参
加
者
77
名

　

・
第
１
部

　
　
　

講
演
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
の
基
本
的
理
解
」

　
　
　

講
師　

い
わ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医

　
　
　
　

療
連
携
部
総
合
相
談
科　

主
任
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　
　
　
　

カ
ー　

上
田
大
介 

氏

　

・
第
２
部

　
　
　

講
演
「
当
事
者
の
体
験
談
」

　
　
　

講
師　

小
林
春
彦 

氏

　

◇
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　

会
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

・
２
月
８
日　

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
24
名

　
　

講
師　

盛
岡
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
事
務
局　

黒
田
大
介 

氏

　
　
　

他
当
事
者
家
族
（
５
名
）

　

◇
宮
古
圏
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
生
活
支
援
部

　
　

会
）

　

・
２
月
10
日　

休
暇
村
陸
中
宮
古　

参
加
者
69
名

　

・
第
１
部

　
　
　

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
Ｂ
型
事
業
所
の
あ
り
方
に
つ
い

　
　
　
　

て
…
」

　
　
　

講
師　

埼
玉
県
立
大
学　

教
授　

朝
日
雅
也 

氏

　

・
第
２
部

　
　
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
Ｂ
型
事
業
所
に
お
け

　
　
　
　

る
「
働
く
」
と
は
」

■
障
が
い
当
事
者
等
に
関
わ
る
懇
談
会
等

　

◇
コ
コ
ロ
つ
な
ぐ
会
の
集
い

　

・
10
月
６
日　

宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
８
名

　

◇
は
あ
と
ふ
る
懇
談
会
（
重
度
重
複
障
が
い
児
者
の
暮
ら

　
　

し
を
考
え
る
集
い
）

　

・
11
月
24
日　

宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
21
名

　
　

講
師　

三
枚
堂
静
子 

氏

　

◇
な
な
い
ろ
茶
話
会 

～
知
ろ
う
、
社
会
資
源
、
制
度
の

　
　

こ
と
～
（
発
達
支
援
部
会
）

　

・
２
月
25
日　

宮
古
地
区
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
22
名

　

◇
地
域
懇
談
会

　

・
田
野
畑
村
、
山
田
町
、
宮
古
市
の
３
ヶ
所
で
開
催

　
　

参
加
者
合
計
１
５
４
名

地域懇談会

権利擁護セミナー

発達支援セミナー
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レインボーネット

よろしくお願いします!新 任 職 員 紹 介
粟津　優 袰岩　梢 阿部　けい子

動かすことと音楽が好きでベースを
弾いています。不慣れで至らない点が
多々あるかと思いますが宜しくお願
い致します。

車でロックを聴きながら娘たちと歌
うことが趣味です。至らないことば
かりですが、宜しくお願いします。

近は、体を動かす事が楽しくフットサ
ルをやっています。仕事も楽しみなが
らも乗り越えていければと思います。
宜しくお願い致します。

　若竹会のわかた
け学園から異動に
なり、4 月からレ
インボーネットで
お世話になってい
ます。趣味は体を

　４月から、宮古
社協に再入社し、
出向でレインボー
ネットにお世話に
なっています。愛
猫と戯れること、

　あっとほうむ
Life みやこから異
動して２ヶ月程経
ちましたが、いま
だに毎日が新鮮な
事だらけです。最

科　　　　目 金額（円）
受取会費
受取寄附金
受取助成金
事業収益
　宮古地区地域生活支援事業等

　相談支援事業

　認定調査事業　

　地域生活支援広域調整会議等事業

　高次脳機能障がい者支援普及事業

その他収益
　受取利息

　雑収益

237,500
91,000

0
76,199,811
57,300,000

18,290,040

309,771

150,000

150,000

169,045
145

168,900

76,697,356経常収益計①

経
常
収
益

収益の部

【レインボーネット　平成28年度 決算報告】
●活動計算書

科　　　　目

経常費用計②

金額（円）

事業費
　人件費

　その他経費

管理費
　人件費

　その他経費

　減価償却費

当期経常増減額 ①－②＝③
固定資産除去損 ④
税引前当期正味財産増減額 ③－④＝⑤
法人税、住民税及び事業税 ⑥
当期正味財産増減額 ⑤－⑥＝⑦
前期繰越正味財産額 ⑧
次期繰越正味財産額 ⑦＋⑧

69,539,120
23,896,306

45,642,814

5,856,186
2,312,022

3,496,164

48,000

75,395,306
1,302,050

0
1,302,050
324,300
977,750

10,900,386
11,878,136

経
常
費
用

費用の部

【資産の部】
流動資産
  現金預金
  未収金
  立替金
固定資産
  什器備品
  退職給付引当資産

15,702,749
11,375,893

4,294,350

32,506

2,417,538
72,004

2,345,534

18,120,287資産の部合計

【負債の部】
（単位：円）

流動資産
　未払金
　預り金
　未払法人税等
固定負債

前期繰越正味財産額
当期正味財産増加額

3,896,617
3,572,317

0

324,300

2,345,534
6,242,151

10,900,386
977,750

11,878,136
18,120,287負債及び正味財産合計

正味財産合計

負債の部合計

【正味財産の部】

●貸借対照表
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い
わ
て
脳
外

傷
友
の
会
イ
ー

ハ
ト
ー
ヴ
が
結

成
さ
れ
て
12

年
、
沿
岸
地
区

家
族
会
が
出
来
て
８
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

私
達
家
族
会
は
、
事
故
や
病
気
に
よ
り

脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
そ
の
後
の
脳
損

傷
に
伴
う
記
憶
、
注
意
、
遂
行
機
能
、
社

会
行
動
障
が
い
等
の
後
遺
症
に
よ
り
、
今

ま
で
と
違
う
当
事
者
を
「
何
と
か
し
た
い
」

そ
ん
な
家
族
の
願
い
を
多
く
の
方
々
に
理

解
し
て
頂
け
る
様
、
啓
発
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
又
、
外
見
か
ら
分
か
り
に
く
い
た

め
「
見
え
な
い
障
が
い
」
と
も
言
わ
れ
て

い
て
、
修
学
、
就
労
、
日
常
生
活
が
思
う

様
に
い
か
ず
、
大
変
な
思
い
で
い
る
事
も

知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
全
国
に
家
族
会
が
在
り
、
岩
手
は
盛

岡
の
事
務
局
を
中
心
に
県
南
地
区
、
沿
岸

地
区
と
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
私
達

沿
岸
地
区
は
小
さ
な
家
族
会
で
す
が
、
当

事
者
・
家
族
が
家
に
ひ
き
こ
も
り
悩
ん
で

い
な
い
で
一
歩
外
に
出
て
お
し
ゃ
べ
り
を

し
ま
せ
ん
か
、
と
い
っ
た
会
で
す
。

　

月
に
１
回
を
例
会
と
し
、
春
は
お
花
見

か
ら
始
ま
り
、
陶
芸
、
芋
の
子
会
、
り
ん

ご
狩
り
、
手
作
り
作
品
な
ど
等
、
又
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

研
修
会
、
運
動
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
家
族
会
が
願
う
こ
と
は
、
支
え
る

家
族
が
色
々
な
事
情
に
よ
り
支
え
ら
れ
な

く
な
っ
た
時
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
…
と

い
つ
も
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
、
こ
れ
か
ら
も
行
政
に
協
力
し

て
頂
け
る
事
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
コ
ロ
つ

な
ぐ
会
は
、
12  

家
族
の
会
員
、

有
志
会
員
３
名

で
結
成
さ
れ
、
今
年
で
12 
年
目
を
迎
え
ま

す
。

　

定
期
的
に
集
う
時
間
を
設
け
、
事
業
所

の
方
々
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
変
化
し

て
い
る
家
族
、
子
供
達
の
現
状
を
話
し
合

い
、
今
必
要
と
し
て
い
る
要
望
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

二
つ
の
施
設
で
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
子
供
達
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
学
校
、
施
設
へ
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
。
又
、
親
の
一
番
の
願
い
で
あ
っ

た
宮
古
市
内
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

用
に
む
け
て
、
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う

に
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
子
供
達
と
の
出
逢
い
を
大

切
に
し
て
く
れ
る
沢
山
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
宮
古
で
子
供
達
の

笑
顔
と
命
を
輝
か
せ
て
生
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
供
達
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
様
に
、
今
後
共
ご
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

Report1tReport1R 1Report1
「
い
わ
て
脳
外
傷
友
の

「
い
わ
て
脳
外
傷
友
のの
会会

イ
ー
ハ
ト
ー

イ
ー
ハ
ト
ーー
ヴヴ
沿
岸
地
区
」

沿
岸
地
区
」

「
い
わ
て
脳
外
傷
友
の
会

  

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
沿
岸
地
区
」
「「

心
身

重
度
心
身
障
害害
児
・
者
の
会

者
の
会

コ
コ
ロ
つ
な
ぐ
会
」

コ
コ
ロ
つ
な
ぐ
会
」

「
重
度
心
身
障
害
児
・
者
の
会

　
　
　

  

コ
コ
ロ
つ
な
ぐ
会
」

い
わ
て
脳
外
傷
友
の
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ

沿
岸
地
区
代
表　

鈴
木　

春
枝

重
度
心
身
障
害
児・者
の
会 

コ
コ
ロ
つ
な
ぐ
会

代
表　

中
嶋　

律
子
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平
成
29
年
５
月
18 
日
に
行
わ
れ
た「
宮
古
圏
域
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
た
、
宮
古
市
立
第
一
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
上　

主
馬

　

今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、

私
に
と
っ
て
と
て

も
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。
始
め
は
、
不
安
や
緊
張
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
み

る
と
相
手
が
笑
顔
に
な
り
、
自
分
の
心
も

温
か
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
対
応
す
る
べ

き
か
を
自
分
で
判
断
し
、
思
い
や
り
の
心

を
持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
相
手
だ
け
で

な
く
、
自
分
も
成
長
で
き
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
役
立
つ
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

杉
本　

桃
香

　

私
は
今
回
の
活

動
を
通
し
て
、
気

持
ち
は
伝
わ
る
と

い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
バ
レ
ー
や
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
嬉
し

か
っ
た
し
、
自
分
達
の
楽
し
い
、
嬉
し
い

と
い
う
感
情
が
伝
わ
っ
た
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

　

こ
の
活
動
で
た
く
さ
ん
の
方
と
交
流
し
、

大
切
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
で
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
山　

奈
央

　

今
回
こ
の
活
動

に
参
加
し
て
、
人

の
心
に
寄
り
添
う

こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
、
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
達
が
楽
し
め
ば
、
相
手
も
楽
し
ん
で

く
れ
る
と
思
い
、
楽
し
ん
で
活
動
し
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
で
、
心
を
か
よ
わ
せ
る
こ
と

の
喜
び
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機

会
を
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ReporReporR rtt222Report2
「
宮
古
市
立

「
宮
古
市
立立
第第第
一
中
学
校
」

中
学
校
」

「
宮
古
市
立
第
一
中
学
校
」

│
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
│



「地活センター」「地活センター」
ち かつ

  「地域活動支援センターみやこ」では、障がい者等（身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児及び難病等）を対象　に、自立の促進、生活の改善、身体機能の維持向上、社会との交流の促進を目的に、創作的な活動、SST（社会生活技能訓練）・
ピアカウンセリング等の活動、各種サークル活動を行っています。また、専門の職員を配置し、医療・福祉および地域の社会基盤　との連携強化のための調整、ボランティアの育成、障がいに対する理解促進を図るための普及啓発事業を実施しています。

はあとふるズームイン!!はあとふるズームイン!!
活 動報 告

加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
よ
り
楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
活
動
内
容
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致

し
ま
し
た
!!

　
仲
間
を
作
り
た
い
、
誰
か
に
自
分
の
気
持
ち
を
聴
い
て
ほ
し
い…

理
由
は
何
で
あ
れ
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

糖質OFFメニュー作りました!

成
29
年
１
・
２
月
の

調
理
教
室
は
、
栄
養

士
を
お
招
き
し
、
健
康
へ
の

意
識
啓
発 

（
主
に
糖
質
や
脂

質
を
中
心
に
）
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
調
理
実
習
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
食
品
サ
ン
プ
ル

で
含
ま
れ
て
い
る
糖
や
脂
の

量
を
目
で
確
認
で
き
、
参
加

し
た
方
か
ら
は
驚
き
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

平

成
29
年
５
月
18
日
、
宮
古
圏
域

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
事
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
含
め
て
約
３
０
０

名
の
方
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し

ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
バ
レ
ー
交
流
も
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

平

参

調
理
教
室

調
理
教
室

教
え
て
栄
養
士
さ
ん
!!

教
え
て
栄
養
士
さ
ん
!!

〜
食
と
身
体
の
気
に
な
る
関
係
〜

〜
食
と
身
体
の
気
に
な
る
関
係
〜

ご参加ありがとうございますご参加ありがとうございます

宮古圏域障がい者
スポーツ交流会

★サンプルはとても分かり
　やすかったです。意識する
　ようになり、ビールも糖質
　OFFのものを購入して
　います。(Ｔ・Ｉさん)
★砂糖に気を付けようと
　思いました。(Ｙ・Ｋさん)

優勝
２位
３位

ワークプラザみやこB
望みの園はまなすA
地域活動支援センターみやこ

優勝
２位
３位

ワークハウス アトリエSun
センター・うぇる花夢
きぼうハウス

～参加者の声～

食品に含まれる糖分の量です…

スカットボール

ソフトバレーボール

今
年
度
の
活
動

平
成
29
年
度
始
動
!!

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
み
や
こ

の
活
動
に
お
い
て
は
、
当
事
者

の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
精
神
保
健

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
大
活
躍
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
り
、
み

ん
な
で
思
い
を
伝
え
あ
っ
た
り
、
傾
聴

し
た
り…

活
動
は
様
々
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方
、

ぜ
ひ
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
み
ん

な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

地

活躍中!

精神保健
福祉

ボランティア

【日曜サロン】
日曜日の居場所作りを目的としたサロン活動です。
　日　時：第３日曜日 10時～12時
　場　所：はあとふるセンター

【フリースペース】

【レクリエーション交流会】

6/4

7/9

8/20

9/10

10/1

フラ（ダンス）

音楽療法

卓球バレー

キックベースボール

スカットボール
フライングディスク

スカットボール
フライングディスク

クリスマス忘年会

音楽療法

ラグビー交流会

まとめの会

11/12

12/9

1/14

2/11

3/4

前年度までは隔週での開催でしたが、今年度からは毎週
月曜日に開催致します。 (祝日を除く)
　日　時：毎週月曜日 ９時～12時半
　場　所：はあとふるセンター

トンボの会のスポーツ交流会の名称を「レクリエーショ
ン交流会」に変更します。スポーツだけではなく、音楽療
法等を取り入れながら幅広い活動を行います。活動予定
は以下の通りです。（知的障がい対象）

レインボーネット

第24号 （平成29年6月） （8）



「地活センター」「地活センター」
ち かつ

  「地域活動支援センターみやこ」では、障がい者等（身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児及び難病等）を対象　に、自立の促進、生活の改善、身体機能の維持向上、社会との交流の促進を目的に、創作的な活動、SST（社会生活技能訓練）・
ピアカウンセリング等の活動、各種サークル活動を行っています。また、専門の職員を配置し、医療・福祉および地域の社会基盤　との連携強化のための調整、ボランティアの育成、障がいに対する理解促進を図るための普及啓発事業を実施しています。

はあとふるズームイン!!はあとふるズームイン!!
活 動報 告

加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
よ
り
楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
活
動
内
容
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致

し
ま
し
た
!!

　
仲
間
を
作
り
た
い
、
誰
か
に
自
分
の
気
持
ち
を
聴
い
て
ほ
し
い…

理
由
は
何
で
あ
れ
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

糖質OFFメニュー作りました!

成
29
年
１
・
２
月
の

調
理
教
室
は
、
栄
養

士
を
お
招
き
し
、
健
康
へ
の

意
識
啓
発 

（
主
に
糖
質
や
脂

質
を
中
心
に
）
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
調
理
実
習
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
食
品
サ
ン
プ
ル

で
含
ま
れ
て
い
る
糖
や
脂
の

量
を
目
で
確
認
で
き
、
参
加

し
た
方
か
ら
は
驚
き
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

平

成
29
年
５
月
18
日
、
宮
古
圏
域

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
事
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
含
め
て
約
３
０
０

名
の
方
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し

ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
バ
レ
ー
交
流
も
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

平

参

調
理
教
室

調
理
教
室

教
え
て
栄
養
士
さ
ん
!!

教
え
て
栄
養
士
さ
ん
!!

〜
食
と
身
体
の
気
に
な
る
関
係
〜

〜
食
と
身
体
の
気
に
な
る
関
係
〜

ご参加ありがとうございますご参加ありがとうございます

宮古圏域障がい者
スポーツ交流会

★サンプルはとても分かり
　やすかったです。意識する
　ようになり、ビールも糖質
　OFFのものを購入して
　います。(Ｔ・Ｉさん)
★砂糖に気を付けようと
　思いました。(Ｙ・Ｋさん)

優勝
２位
３位

ワークプラザみやこB
望みの園はまなすA
地域活動支援センターみやこ

優勝
２位
３位

ワークハウス アトリエSun
センター・うぇる花夢
きぼうハウス

～参加者の声～

食品に含まれる糖分の量です…

スカットボール

ソフトバレーボール

今
年
度
の
活
動

平
成
29
年
度
始
動
!!

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
み
や
こ

の
活
動
に
お
い
て
は
、
当
事
者

の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
精
神
保
健

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
大
活
躍
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
り
、
み

ん
な
で
思
い
を
伝
え
あ
っ
た
り
、
傾
聴

し
た
り…

活
動
は
様
々
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方
、

ぜ
ひ
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
み
ん

な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

地

活躍中!

精神保健
福祉

ボランティア

【日曜サロン】
日曜日の居場所作りを目的としたサロン活動です。
　日　時：第３日曜日 10時～12時
　場　所：はあとふるセンター

【フリースペース】

【レクリエーション交流会】

6/4

7/9

8/20

9/10

10/1

フラ（ダンス）

音楽療法

卓球バレー

キックベースボール

スカットボール
フライングディスク

スカットボール
フライングディスク

クリスマス忘年会

音楽療法

ラグビー交流会

まとめの会

11/12

12/9

1/14

2/11

3/4

前年度までは隔週での開催でしたが、今年度からは毎週
月曜日に開催致します。 (祝日を除く)
　日　時：毎週月曜日 ９時～12時半
　場　所：はあとふるセンター

トンボの会のスポーツ交流会の名称を「レクリエーショ
ン交流会」に変更します。スポーツだけではなく、音楽療
法等を取り入れながら幅広い活動を行います。活動予定
は以下の通りです。（知的障がい対象）
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第24号 （平成29年6月） （10）
レインボーネット

【
Ⅰ 

法
人
運
営
の
関
係
】

⑴
法
人
の
中
立
公
正
な
運
営

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
総
会（
１
回
開
催
）

・
理
事
会（
３
回
開
催
）

・
運
営
委
員
会（
３
回
開
催
）

・
会
計
監
査（
４
回
実
施
）

⑵
会
員
等
に
対
す
る
情
報
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
情
報
提
供

・
機
関
紙
「R

ainbow
 N

et

」

の
発
行
（
第
24
号
・
第
25
号
）

・
社
会
資
源
マ
ッ
プ
、
地
活
だ

よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ

シ
の
配
布

【
Ⅱ 

受
託
事
業
の
関
係
】

⑴
宮
古
圏
域
４
市
町
村
か
ら

委
託
さ
れ
た
宮
古
地
区
地
域

生
活
支
援
事
業
等
を
適
切
に

実
施
し
ま
す
。

・
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
（
相
談
支
援
事
業
、
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
機

能
強
化
事
業
、
住
宅
入
居
等

支
援
事
業
、
障
害
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
事
業
）

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
（
基
礎
的
事
業
、
機
能

強
化
事
業
）

⑵
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立

支
援
協
議
会
の
適
正
な
運
営

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
圏
域
協
議
会
、
実
務
担
当

者
会
議
、
生
活
支
援
部
会
、

権
利
擁
護
部
会
、
精
神
保
健

部
会
、
発
達
支
援
部
会
の
定

期
的
な
開
催

・
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の

開
催
（
専
門
部
会
等
の
主
催

で
実
施
）

【
Ⅲ 

自
主
事
業
の
関
係
】

⑴
高
次
脳
機
能
障
が
い
支
援

事
業

・
連
絡
会
、
家
族
教
室
、
講

演
会
、
研
修
会
の
開
催
を
行

い
ま
す
。

⑵
計
画
相
談
支
援
、
障
害
児

相
談
支
援
、
地
域
移
行
支
援
、

地
域
定
着
支
援
、
障
害
支
援

区
分
認
定
調
査
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑶
障
が
い
当
事
者
・
家
族
・

関
係
機
関
・
地
域
住
民
の
親

睦
を
深
め
る
事
業

・
宮
古
圏
域
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
、
は
あ
と
ふ

る
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
の
開

催
を
行
い
ま
す
。

⑷
各
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

充
と
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
障
が
い
当
事
者
団
体
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会

と
の
連
携
、
宮
古
圏
域
障
が

い
児
・
者
相
談
支
援
連
絡
会

議
の
開
催
な
ど

平成29年度 事業計画・予算事業計画・予算平成29年度
　NPO法人宮古圏域障がい者福祉推進ネット(レインボーネット)では、障がいをお持ちの方の豊かな暮らし
の実現に向けて、今年度も各種事業に取り組みます。

【重点目標】

科　　　　目 金　額
受取会費
受取寄附金
受取助成金等
事業収益
　宮古地区地域生活支援事業等

　地域生活支援広域調整会議等事業

　相談支援事業

　認定調査事業

その他収益

248
1
0

71,750
57,300

150

14,000

300

221

72,220経常収益計 ①

経　

常　

収　

益

科　　　　目 金　額
事業費
　人件費

　その他経費

管理費
　人件費

　その他経費

　減価償却費

66,533
23,887

42,646

5,687
2,295

3,342

50

72,220
0

11,878
11,878

経　

常　

費　

用

収益の部 （単位：千円） （単位：千円）

【平成29年度 ・ 活動予算書】
費用の部

経常費用計 ②
当期正味財産増減額 ③＝①－②
前期繰越正味財産額 ④
次期繰越正味財産額 ③＋④

◎計画相談支援等を推進するため、基幹相談支援センターとして地域の障がい者等の相談支援体制の
　連携・強化に努めます。
◎障害者虐待防止法、障害者差別解消法などの趣旨を踏まえ、障がい者の権利擁護の推進に努めます。
◎障がい者の地域移行希望等調査結果の活用を図るなど、入所施設や精神科病院からの地域移行の
　推進に努めます。
◎高次脳機能障がい者に対する支援体制の整備を図るため、関係機関等による連絡会を開催すると
　ともに、普及・啓発事業を実施し、理解促進に努めます。
◎地域活動支援センター事業の充実を図るため、活動アンケート調査を実施するとともに、市町村
　や当事者のニーズに対応した取り組みの推進に努めます。



第24号 （平成29年6月） （11）
レインボーネット

イッ イッエ イッエエ イイイッセエエエッセイ

yysaayy・yEss
イッセセイッエ

saEss yyyyaE sssayyEsssaays yEssEsss y・Essay・虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの け橋け橋架け架架架 橋橋橋橋橋橋橋架架架架架けけけけけ架けけけ架架けけけ架架架架架 橋橋橋架架架架け架 橋橋橋橋け橋けけけ橋けけけけ橋橋架架架け橋け橋架けけけ橋け橋架けけ架 橋橋架架架 橋橋橋けけけけけ架架架架架 橋架虹の架け橋
　

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
私
は
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、
唇
を
き
つ
く
結
ん
で
耐
え

る
こ
と
が
ク
セ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
母
が
「
う
つ
」
を
発

症
し
た
と
き
、
私
は
ま
だ
小
学
生
。
母
は
以
前
と
は
別
人
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
み
る
み
る
陰
鬱
に
な
っ
て

い
く
家
族
の
中
で
、
誰
に
も
話
さ
ず
、
相
談
せ
ず
、
自
分
一

人
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
抱
え
込
ん
で
生
き
て
き
ま
し
た
。

「
ど
う
せ
話
し
た
と
こ
ろ
で
誰
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い

…
」。
そ
ん
な
思
い
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

昨
年
二
月
、
縁
あ
っ
て
宮
古
圏
域
の
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
研
修
会
に
、
盛
岡
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
一
員
と
し
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
が
家
族
と
し
て
の
経
験
を
話
す
番
に
な
っ
た
と
き
、
例

に
よ
っ
て
「
泣
く
ま
い
」
と
唇
を
き
つ
く
結
ん
で
、
我
慢
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
の
前
で
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
が

泣
い
て
い
る
の
を
見
た
と
き
、
自
然
と
涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま

し
た
。
家
族
は
も
と
よ
り
、
大
勢
の
前
で
泣
い
て
し
ま
っ
た

の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
と
き
の
涙
は
、
悲
し
み
と
は
少
し
違
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
は
「
誰
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
話
し
て
み
る
と
、
一
緒
に
泣
い

て
く
れ
る
人
も
い
る
ん
だ
、
と
温
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
て
自
分
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
込
ん
で
き
ま
し
た
が
、
勝
手
に
心
の
扉
を
閉
め
て
し

ま
っ
て
い
た
だ
け
で
、「
案
外
一
人
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
」

と
光
が
差
し
込
ん
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

思
い
が
溢
れ
て
、
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

海
外
の
研
究
で
は
、
自
ら
の
経
験
や
感
情
に
つ
い
て
話
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
語
る
こ
と
へ
の
抵
抗

感
が
弱
ま
り
、
家
族
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え

た
り
、
友
人
や
地
域
、
支
援
者
と
い
っ
た
家
族
外
に
も
開
示

で
き
る
よ
う
に
も
な
る
こ
と
で
、
リ
カ
バ
リ
ー
に
寄
与
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て
は
社
会
的
な
環
境
は
ま

だ
ま
だ
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
平
成
二
十
八
年
四

月
よ
り
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
，
差
別
解
消

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
当
事
者
の
方
や
ご

家
族
の
方
は
十
分
に
実
感
を
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
現
状
か
ら
、

な
か
な
か
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
適
切
な

支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

宮
古
圏
域
に
は
、
こ
ん
な
に
も
心
が
あ
た
た
か
く
、
真
剣

に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
そ
の
こ
と

だ
け
で
、
当
事
者
や
家
族
の
方
は
本
当
に
心
強
く
感
じ
ら
れ

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。「
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
語
り
か
け
て
く
れ
る
よ
う
な
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
の
存
在
が
、
こ
れ
か
ら

多
く
の
人
に
光
を
届
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

田
代
万
由
子
さ
ん
か
ら
の
寄
稿

田
代
万
由
子
さ
ん
か
ら
の
寄
稿

盛
岡
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

盛
岡
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
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病
気
や
事
故
で
脳
に
損
傷
を
受
け
、
脳
の

機
能
が
上
手
く
働
か
な
く
な
る
こ
と
を
「
高

次
脳
機
能
障
が
い
」
と
い
い
ま
す
。「
高
次

脳
機
能
障
が
い
」
の
あ
る
当
事
者
や
そ
の
家

族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
て
い
る
様
々
な
不
安

や
悩
み
を
語
り
合
っ
た
り
、
症
状
に
つ
い
て

学
ぶ
『
家
族
教
室
』
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

７
月
18
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場　

山
口
公
民
館

●
内
容　

音
楽
療
法

●
講
師　

山
﨑
尚
子 

氏

　

宮
古
圏
域
の
各
市
町
村
を
会
場
に
、
地
域

懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

◇
山
田
町

　

７
月
26
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

望
み
の
園
は
ま
な
す

◇
田
野
畑
村

　

８
月
23
日（
水
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　

ハ
ッ
ク
の
家

◇
岩
泉
町

　

10
月
中
旬　

岩
泉
町
民
会
館

◇
宮
古
市

　

12
月
中
旬　

宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
日
時

　

８
月
24
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
会
場　

陸
中
ビ
ル
３
階 

大
会
議
室

●
テ
ー
マ

　
「
地
域
生
活
へ
進
め
！
」
～
地
域
で
暮
ら

　

す
価
値
の
再
考
～

●
講
師　

日
本
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
学
会
代
表

　
　
　
　

山
田
優 

氏

●
対
象
者

　

学
校
関
係
者
・
医
療
関
係
者
・
福
祉
関
係 

　

者
・
保
護
者
・
関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も

●
定
員　

１
０
０
名

●
日
時　

６
月
10
日（
土
）

　

①
第
１
部

　
　

講
演　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

　

②
第
２
部

　
　

事
例
検
討　

午
後
３
時
30
分
～
午
後
５
時

●
会
場

　

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
２
階 
研
修
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ

　

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
教
育
と
支
援
の「
か

　

ん
ど
こ
ろ
」

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｐ
Ｄ
Ｄ
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
レ
ス
ト

　

理
事
長　

篁
一
誠 

氏

●
対
象
者

　

①
第
１
部
（
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

　
　

で
も
）

　

②
第
２
部
（
教
育
関
係
者
・
医
療
関
係
者
・

　
　

福
祉
関
係
者
）

●
定
員

　

①
第
１
部　

１
０
０
名
（
参
加
費
無
料
）

　

②
第
２
部　

30
名

●
日
時　

９
月
18
日（
月
・
祝
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

●
会
場　

陸
中
ビ
ル
３
階 

大
会
議
室

●
講
師　

信
州
大
学
医
学
部
付
属
病
院
子
ど 

　
　
　
　

も
の
こ
こ
ろ
診
療
部
部
長

　
　
　
　

本
田
秀
夫 

氏

※
詳
細
は
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
３
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

●
会
場　

宮
古
市
民
文
化
会
館 

中
ホ
ー
ル

●
講
師　

長
野
県
自
立
支
援
協
議
会
会
長　

　
　
　
　

日
本
相
談
支
援
専
門
員
協
会
顧
問

　
　
　
　

福
岡
寿 

氏

地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー

宮
古
圏
域

障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
研
修
会

平
成
　
年
度
「
地
域
懇
談
会
」

29

第
１
回　

発
達
障
が
い
学
習
会

高
次
脳
機
能
障
が
い
・
家
族
教
室

◆
発　

行

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
古
圏
域
障
が
い
者
福
祉

　

推
進
ネ
ッ
ト
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

岩
手
県
宮
古
市
緑
ヶ
丘
２
番
３
号

　

は
あ
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
１
Ｆ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
９
３-

64-

７
８
７
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
９
３-

77-

３
９
２
１

　

E-m
ail  info@

m
iyako- rainbow

.com

　

U
R

L  http://w
w

w
.m

iyako-rainbow
.com

/

◆
発
行
責
任
者　

会
長　

刈
屋 

裕
之

◆
企
画
・
編
集

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
事
務
局

　

平
成
29
年
度
が
始
ま
っ
て
、
早

２
ヶ
月
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
Ｇ

Ｗ
も
終
わ
り
、
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
５
月
と
言

え
ば
、『
五
月
病
』
と
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、『
五
月
病
』
は
実
は
日

本
だ
け
の
も
の
で
、
お
隣
の
韓
国

で
は
新
年
度
が
始
ま
る
３
月
頃
に

同
じ
様
な
症
状
に
な
る
人
が
い
る

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、

ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
休
暇
が
終
わ
っ
た
１
月
頃

に
似
た
様
な
症
状
が
見
ら
れ
る
人

も
い
る
そ
う
で
す
が
、
日
本
の
様

に
同
時
期
に
た
く
さ
ん
の
方
が
な

る
こ
と
は
無
い
と
の
こ
と
で
す
。

ス
ト
レ
ス
社
会
、
疲
れ
を
感
じ
た

ら
、
や
は
り
き
ち
ん
と
休
む
こ
と

が
必
要
で
す
ね
!!

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
職
員

の
異
動
な
ど
も
あ
り
、
新
年
度
17

名
の
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
20
代
30
代
の
職
員

が
増
え
、
少
し（
？
）だ
い
ぶ（
？
）

平
均
年
齢
も
下
が
り
ま
し
た
。
早

く
名
前
と
顔
を
覚
え
て
頂
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。
様
々
な
企
画
で
お

会
い
す
る
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！
（
緑
川
）

レインボーネット

講師
NPO法人PDDサポートセンター・

グリーンフォーレスト
理事長　篁　一誠 氏

●
問
い
合
わ
せ
先　

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
事
務
局
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